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多様な職種を持つメンバーで構成された
女声合唱団の合唱指導の試み
虫明眞砂子
　多様な職種を持つＩ女声合唱団の団員に対する意識調査を基に，活動の魅力，技術面や心
身の変化を分析し，さらに仕事への影響についても検討した結果，5点にまとめることがで
きた。①活動の動機や魅力は，団員各自の合唱への愛好心，団員相互や指導者との信頼関係，
社会的な支援や貢献の共感等である。②柔軟体操や呼吸法は，職場環境から合唱活動への意
識や心身の転換の上で重要であり，ハーモニーやカノン練習は，耳の訓練として効果がある。
③団員各自の合唱技術面の変化では，和声感の向上と発声技術の向上が多く見られた。意識
面では，人間関係や社会生活等に影響を与えている。身体面では，体が楽器になるという感
覚が徐々に理解できるようになった。④仕事への影響については，活動を通して前向きな気
持ちになることが自信を深め，仕事へのモチベーションの向上につながる。⑤主な課題とし
て，団員個人に対しては，発声の改善や練習時間の確保，合唱団に対しては，団員の増員，
合唱団の方向性の検討や練習方法の改善が挙がった。
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Ⅰ．はじめに
　現在，全日本合唱連盟に加盟し，活動している合
唱団は，5155団体（全日本合唱連盟26年度）存在
する。それらは，小・中・高校，大学，職場，おか
あさんコーラス，一般と幅広い年代層で構成され，
あわせて数万人に達するとされる1。全体的な加盟
団体数は，減少傾向にあり，特におかあさん団体が
25年度の1457団体から1377団体と著しい減少が見
られる。その一方で，高校の合唱団体数857団体か
ら881団体と増加している。このことは，学生時代
の合唱経験の増加が一般合唱団のさまざまな活動の
増加につながり，多様性のある合唱活動につながっ
ているのではないかとの指摘もある2。これらの合
唱団の大半は，音楽教育や声楽などの専門教育を受
けていないアマチュアの合唱団である。合唱団に
よっては，レベルの幅は広く，演奏する曲種や発声
等の技術の差も見られるが，これらのアマチュア合
唱団は，団結力が強く，生涯学習としての継続力，
やる気，向上心など心理面での強さも併せ持ってい
ると思われる。また，これらは，コンクール参加を
視野に入れた活動をしている合唱団でもある。
　一方，コンクールには参加しないで，活動を行っ
ている合唱団も多数存在する。本稿で取り上げた合
唱団は，多様な職種を持つメンバーで構成された女
声合唱団である。筆者は，2010年９月より，岡山
市内のＩ女声合唱団3の指導をしている。現在まで
の約４年間に，２回のチャリティコンサートで演奏
全曲の合唱指揮を務めた。この合唱団の大きな特徴
は，団員は，教師，弁護士，会計士，議員，医者等々，
様ざまな職業を持ち，社会的な活動をしている者が
大半であること，また，女性の権利を確立するため
の活動を支援するために，チャリティコンサートを
通して，寄付などの独自の社会活動を継続して行っ
ていることである。
　コンクールに参加し，合唱のレベルを競うことは，
合唱する者にとっては，わかりやすい活動であり，
目標が一つであることで，団員の意識は統一しやす
い。一方，歌いたいという意識を基本的に持っては
いるが，色々な環境や方向を向いた人間が集合し，
多様な意識を持つ合唱団の指導をしていくことは，
コンクール参加を目標とした合唱指導法とは，なん
らかの相違点があると考えられる。社会的な仕事が
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生活のメインになっている女性の活動として，合唱
活動を続けることは，あらゆる面で個々の相当な努
力が必要となる。差し迫った演奏会を前に，緊張感
を持ち，限られた時間の中で，練習を繰り返し，な
ぜ合唱なのか，何のために歌うのかと考える団員も
多いのではないかと考えられた。
　そこで，本稿では，この４年間の指導を通して，
多様な職種を持つメンバーで構成されたアマチュア
女声合唱団を指導する際に，どのような指導が有効
であるのか，合唱団の演奏力の変化はあるのか，合
唱活動が仕事や自分自身にどのような影響を与えて
いるのか等について，団員に対する意識調査および
チャリティコンサート終了時に行った観客へのアン
ケートを基に検討する。
Ⅱ．合唱団の指導開始時の状況
　本研究の対象であるＩ合唱団は，2007年に設立
された。さまざまな職業を持つ女性ともに歌うこと
で，ゆるやかであっても信頼に結ばれたつながりを
持ち，女性の人権問題などの解決に役立てるための
チャリティコンサートを行うことを目的としてい
る。2008年３月に第１回チャリティコンサートが
開催され，2009年を経て，2010年４月の第３回チャ
リティコンサートまで，前任の指揮者による指導が
行われた。前任者の指導内容は，身体と声について，
生理学的な面からのアプローチを中心したもので，
団員1人ひとりの発声面の向上に向けて，個人レッ
スンやグループレッスンを行い，頭蓋骨や骸骨の模
型を用いた丁寧な指導が行われていた。そのポイン
トは，以下の通りである4。
　・声の出る仕組み，声の高低の調整の仕組み
　・体ほぐし，リラックス，体操
　・身体の仕組みやバランス
これらのポイントは全て，発声の基礎となる重要な
視点である。2010年９月より，筆者による月に２
回の正式練習と２回の団員の自主練習によって，演
奏会の開催を目指して進めていく方法をとってい
る。団員は，これまで，昼間の勤務があるため，少
ない練習回数を補うため，練習方法は音取りCDを
作成し，各パートの音を耳で覚える方法で，読譜を
おこなっていた。団員の大半は，音楽教育や声楽な
どの専門教育を受けていないため，団員間の音楽レ
ベルの幅は広く，大きなビブラートがつく，声が響
きにくい，音程が不安定，ハーモニーが成立しない
など様ざまな課題を感じた。とくに，ハーモニー感
については，大半の団員の意識は，ほとんど感じら
れず，どちらかと言えば，各自が声を精一杯出すこ
とに終始していた。一方，設立時から在籍している
団員は，生理学的な声の仕組みや身体の仕組みなど
の知識は豊富であり，発声に対する関心や向上心が
高かったと思われる。2010年９月の指導開始当時
に書きとめた指導者のメモには，以下のような記述
がある。
　・２週間置きの練習のため，響きが安定しない。
　・練習開始時間に団員が揃わない。
　・アカペラが歌えない。
　・ハモらない。
　・和音を縦にとれない。
　・子音の準備が遅い。
　・フレーズ感と息の流れのつながりがない。
　・日本語の語幹を感じていない。
　・響きが低い。
　・個々に頑張って歌っている。
　・表情が硬く，顔の筋肉が落ちている。
以上のような課題があることも確かであるが，同時に，
団員の向上心と進取の精神が非常に高いという大き
な特徴もみられる。一方，生理学的な知識が発声や
音楽に活かされることが容易でないこともわかった。
指導メモ記述は概ね，ハーモニーが成立しにくいこと，
響きが不安定，言葉とフレーズと息の流れがスムー
ズにいかないことの３点に集約できた。合唱の根幹と
なるハーモニー感の育成を最大の主眼とし，体ほぐし
や呼吸法を取り入れ，モチベーションをアップさせる
方法を模索し，合唱指導に取り組むこととなった。
Ⅲ．合唱団での主な指導
　通常，週１回のペースで月に４回の練習が行われ
る合唱団が多いが，この団の場合，正式な合唱練習
は，月に２回である。２週間スパン公式練習は，ア
マチュアの合唱団の場合，音や身体の感覚の記憶が
途切れ，音楽面の仕上がりや発声面の上達につなが
ることは難しい。この点も認識しながら，Warm-
upを行っていった。団員は，仕事を終えて夜の練
習に来るため，心身ともに疲れている状態にある。
団員のモチベーションをアップさせるために，心身
のリラックスための体ほぐし，体操や呼吸法を行い，
発声やハーモニー練習もさまざまな方法で実践し
た。さらに，イメージしやすい言葉かけ，気持をよ
くする言葉かけ，意欲を高める言葉かけに努め，以
下のような３つの柱の練習方法を継続した。
１．体ほぐしのWarm-up
　歌唱への準備として心身を解放するために，まず
リラックス，ストレッチ，呼吸法，体操等を取り入
れた。身体全体をほぐす体操として，同団ピアニス
トの指導により，毎回，次の体ほぐしが行われてい
る。「体ほぐし運動」は，「体」とともに「心」をほ
多様な職種を持つメンバーで構成された女声合唱団の合唱指導の試み
− 139 −
ぐし，開放すること活動であり，気持ちを次の活動
に向かわせるエネルギーを作る活動である5。本合
唱団での実践内容は，もともとピアノ演奏のための
身体づくりとされているが，身体全体の脱力状態を
知ることで，腕，手首，指のコントロールの可能性
が生まれるとしている。これは，歌唱における呼吸
法の弛緩の状態と同じであるため，毎回このほぐし
が行なわれている。以下は，そのほぐし体操の大ま
かな流れであるが，その日の団員の状態や時間の有
無により，選択して行う場合もある6。
　１）腕を水平に広げ，上半身は軽く傾けて，不備，
手首，下腕，肩の順に力を抜く。
　２）両足で軽くとぶ時のように上半身を起こし，
いっぺんに脱力する。
　３）片足で交互に立つ。立っている足に全体重を
乗せる。
　４）片腕で半円を描くようにして勢いよく振り上
げ一瞬静止してから脱力して落とす（前後横
からの３方向で両腕それぞれ行う）。
　５） 両足を軽く開いて立った状態から腰をゆる
め，ゆっくりと上半身を落とし，首や肩の力
を抜き，上半身を楽にさせ前後にゆする。
その他，団員同士での肩たたきや手もみ，肩甲骨の
周りのストレッチ，ラジオ体操，団員のコミュニケー
ションを高めるために遊び感覚で手拍子や軽いリズ
ム運動を取り入れるなど約５分程度行う。その日の
団員の人数や雰囲気，天候なども考慮して，毎回メ
ニューを決定している。
２．声のWarm-up
　声帯は，適切なWarm-upを行うことにより，良好
な血液の循環が実現するだろうと考えられている7。
したがって，声のWarm-upは，合唱練習の準備段
階として声づくりには重要であるといえる。この合
唱団の場合，発声では，母音唱を中心に行っている。
同一音から音程を徐々に変化させる。身体や顔の筋
肉を固くしないこと，鼻腔，前頭胴，目の後ろ，上
顎や後頭部を意識し，息の流れに乗って，母音を響
かせていく。仕事等の疲れでなかなか身体や声が思
い通りに行かない団員が多数存在するため，活力の
ある発声も試みている。ここでは，発声の一例を示
す（譜例１～３）。
譜例１　母音唱（同一音）
i e a a e i o u
ma me mi mo mu
la le li lo lu(
譜例２　母音唱（順次進行）
i o
(a)
譜例３　活力を与える発声
A
89
fine day
３．和声感の育成するWarm-up
　合唱の基礎能力として，根幹となる「和声感」は
重要である。和音の構成音の持っている倍音や結合
音の性質や特徴を認識し，それらを活かした音程練
習を合唱練習に取り入れることで，演奏者の耳が鍛
えられ，さらに正確な音程から生まれる合唱の色彩
感や広がりが感じられる合唱づくりの基礎になりう
る8。そのため，ユニゾン，３度，５度，２度音程
の響きを基礎にして，聴きあうことで，ハーモニー
感を育成している。和声に対する苦手意識を減らす
ために，カノンを重視し，さまざまな旋律で試行し
ている。カノン練習では，Dona nobis pacem, Viva 
la musicaのようなラテン語の小曲，音階，簡単な
メロディーやヨナ抜き音階のわらべ歌等を用いてい
る。ハーモニー練習では，移動ドによる音高の上行，
下行を行い，響きや和声感の変化や他パートの響き
も意識し，全体の響きがブレンドしていくように指
導している。ここでは，和声トレーニングの一例を
示す。これらは，筆者がこれまで実践してきた和声
練習の中で，合唱受講者に効果があり，取り組みや
すいと考えるものである。譜例４は，ハンガリーの
コダーイスクール（ケチケメイト）のミラクルム合
唱団の行っていたもので，音程練習と３声と４声の
ハーモニー練習を兼ねたものである。譜例５は，そ
れぞれのパートと他パートを和音の中で関連させな
がら聴く練習となる。譜例６は，女声合唱のサウン
ドを豊かにするために有効なウォームアップであ
る。譜例７は，音階の上行と下行を２拍ごとにずら
して歌うカノンで，声を柔軟にし，和声にあった一
定の音高や音の質を混ぜ合わせていくことができる
9。譜例８は，ミラクルム合唱団の行っていたもので，
リズミカルで明るいメロディーのため取り組みやす
いカノンとなっている10。
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譜例４　５度３度２度の聴きあい
譜例５　３声ハーモニー
譜例６　４声ハーモニー
譜例７　カノン
譜例８　カノン
1 2 3 4
４．指導内容の一例
　前述した１～３までの指導に付随して，常に意識
する点をイメージ化した指導を行っている。指導者
の発声面を中心とした指導言について，Ｗ団員がま
とめたものが以下の＜Ｉ心得の条＞である（表１）。
この一部を記載する。団員たちは，これらをもとに，
毎回練習開始前に黒板に気をつけるポイントを板書
し，練習に臨んでいた（表２）。指導者の注意に対
して，「歌う前に」「声を出すとき」「表現」「発音・
アクセント」に整理したものとなっている。これら
を団員が共有することによって，歌うことへの理解
を深めるとともに，時間を有効に活用していくこと
が可能になっていると考えられる。
表１　Ｉ心得の条2014の一例
歌う前に…
１．曲のイメージをしっかりもって。前奏の間にすっ
かりその気になる。
２．リラックスして。バラの花の香りを嗅ぐように息
を吸う。
３．歌は顔。いい顔で。
４．準備を早く。声を出す前に口の形，のどの奥をあ
けるなど準備ができているように。
声を出すとき
１．口の奥に卵を二つくらい入れた感じであける。口
の中を縦に使うイメージ。
２．目の奥，のどの奥をあけて，口蓋垂を上にあげて。
髪を後上方に引っ張り上げる感じ。
３．声は前に押し出さない，吐かない。吸うように頭
の上からななめ前方に向けて。
４．揺るがない，目線一直線。
５．確信をもって。
６．会場のずっと後方に目標決めてレーザー光線送り
続ける。ぶれない，落ちない。
７．フレーズを続ける。エネルギーを落とさない，目
標を遠くに。噴水のイメージ。
８．下あごをおとさない。下あごはないものとして。
９．高い音の前の音は，すでに次の高い音をイメージ
しながら口の中を準備しておいて。
表現
１．強弱は 5段階，考えて。
２．ｐｐはｆｆのエネルギーで維持。
３．全力の声よりも 7割くらいの声量がきれい。
４．響きは大切。響く声で。
５．レガートはつなげる。ぶつぶつ切らない。フレー
ズはどこまでなのか意識して。
６．気持ちを合わせる。ほかのパートをよく聞く。主
役を引き立てる。
７．ピアノより少し先に歌いだすくらいに。ほかを聞
いて様子見をしていると遅れる。
８．同じ音は落ちていきやすい，少しアップさせてゆ
くくらいのイメージで。
９．下がる音のとき，下がりすぎないように。つぎに
上がる音のときしっかり上がりきる。
10．「ため」がいるところ，出だしを合わせるところ，
注意。よく指揮を見る。
発音・アクセント
１．母音を長く続ける。ウはオに近く，イはエに近く。
　べちゃっと平たくしない。
２．子音は，小節のはじめでは少し前につけて，小節
は母音から始めるイメージ。
３．「か行」→ K，「さ行」→ S，「な行」→ N，「は行」
→ H，「や行」→ Y，「わ」→ W を，小さくつける。
４．「が，ぎ，ぐ，げ，ご」は鼻濁音で。
５．助詞は弱めに。単語の頭にアクセント。単語のま
とまりで，話すように。
６．ウムラウト：ō →「お」の口で「え」，ā →「あ」
の口で「え」，ū→「う」の口で「い」（ゆに近い）
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表２　板書された発声の注意点の一例
〇月〇日版
一，いい歌はいい顔から
一，音が下がりすぎないように
一，バラの花 100 本
一，高音は鼻のつけ根にむかって上昇
一，音も口も縦方向
一，美味しいものにかぶりつくイメージ
一，空間を広く使って
〇月〇日版
一，いい歌はいい顔から
一，おいしいものにかぶりつくイメージ
一，空間を広く感じて
一，音・口は縦方向に
一，噴水をイメージして
一，準備を早く
〇月〇日版
一，いい歌はいい顔から
一，美味しいものにかぶりつくように
一，バラの花 100 本
一，他のパートと溶けあう
一，母音が大切
一，歌詞の意味を感じる
一，音が下がりすぎないように
一，噴水をイメージして発声
一，空間を広く感じて
〇月〇日版
一，いい声は　いい顔から
一，準備を早く
一，音も口も縦方向
一，他のパートととり合う
一，音は下がりすぎないように
一，美味しいものに　かぶりつくイメージ
一，歌詞のイメージを感じて！！
Ⅲ．Ⅰ女声合唱団に対するアンケート調査
１．調査の概要
　アンケート調査は，第５回チャリティコンサート
へ参加した合唱団員25名を対象に行った。対象者
には，書面及び口頭にて調査の趣旨を説明し，了解
を得た者から回答を得た。内訳は次のようになって
いる。
年　　齢： 20代１名，30代３名，40代３名，50代名，
60代７名，70代２名　計25名
職　　業： 教員７名（小・中・大等），自営業６名（弁
護士，司法司書，デザイン事務所，英語スクー
ル代表等），会社員３名，パートタイマー
２名（福祉施設等），専業主婦１名，その
他６名（薬剤師，理学療法士，NPO団体所
属，県会議員，新聞記者，調停委員）
住　　居：岡山市内22名，倉敷市内3名
在団期間： １年未満２名　１年～２年４名　２年～３
年０名　４年～５年３名　５年以上16名
調査期間：平成26年７月10日～平成26年７月30日
意識調査の 概要：合唱活動の経験（１項目），合唱活
動の動機と魅力（２項目），ウォームアッ
プ（３項目），チャリティコンサート参加
後の自分自身の変化（３項目），課題（２
項目）苦しかった点（１項目）仕事への
影響（１項目）について，選択方式と記
述方式で行った。各項目の自由記述は，
合唱経験者３名の協議により分類され，
類似する内容別にまとめられた。なお，
個々の自由記述に複数の内容があった場
合には，内容別に細かく分けた上で分類
を行った。
２．調査結果及び考察
１）合唱活動の経験
　合唱団員25名中，合唱経験のない者は10名（４割）
存在し，残り15名の合唱経験者の中では，高校，
大学，市民合唱団など青年期からの合唱活動経験者
９名と比較的多く，小学校での経験者も４名いるこ
とがわかった（表３）。
表３　合唱活動歴（複数回答）
活動時期 件数
①　小学校部活等
②　中学校部活等
③　高校の部活等
④　大学のサークル等
⑤　少年少女合唱団等
⑥　市民合唱団等
⑦　職場の合唱団等
⑧　複数の合唱団で活動
⑨　合唱経験なし
４
２
６
５
１
５
０
１
10
　　合　計 34
高校や大学の部活動やサークルでの合唱経験者は，
発声やハーモニーの向上を目指し，様ざまな曲に挑
戦していると考えられ，合唱の基礎的な力を持って
いる。彼らは，この合唱団においても，常に中核と
なり，音楽的な面で，合唱経験のない団員を引っ張
り，合唱活動を支えていると考えられる。
２）合唱活動の動機と魅力
　動機については，「合唱が好きである」の回答が
合唱団員の約９割が選択している。続いて，人との
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交流，女性の人権問題解決への支援となっている（表
４）。合唱団設立の本来の目的は，「団員相互の親睦
を図りながら，芸術性の高い合唱活動をもって世界
に貢献し，女性の人権問題の解決に資すること」と
ある11。即ち，信頼とつながりを持ち，女性の人権
問題などの解決に役立てるためのチャリティコン
サートを行うことが目的となるが，これを動機とし
て選択しているのは，25名中10名と比較的少なかっ
た。設立時のメンバー 16名のうち９名はこの目的
を動機としていないこともわかった。2007年の設
立時のメンバーが，団の３分の２となっていること，
新メンバーが増えてきたことに因るのではと推察で
きる。また，人との交流や生きがい，生涯学習とし
て合唱活動を楽しみ，また合唱活動そのものにやり
がいを感じてきている団員が増えているのではない
かと考えられる。「それまで仕事ばかりの生活で仕
事関係以外の友人知人が極端に少ないことに気付
き，何か仕事以外の生きがいと友人をつくりたいと
考えていたところへ合唱団への誘いがありました。」
「自分の人生を豊かにしてもらえる人との出会いを
求めて」のように，仕事以外の場での人とのつなが
りが動機になっていることがわかる。
　合唱団の大きな魅力としては，まず，団員同士ま
た指導者との信頼で結ばれていることである（表
５）。コメントでは，自立，つながり，人柄，絆，
人間性，仲間，励み，団結という言葉が回答記述に
多くみられた。「さまざまな分野の方が集い，自分
と異なる人生観や価値観に触れられる。音楽面でも
その他の面でも統制感がとても厳しい中で，徐々に
実感できる「調和」「一体感」「信頼」など簡単に達
成できない大切なものを，時間がかかっても確実に
つかんでいっていることを実感できる。まだまだ成
長途上であり，さらなる可能性を感じられる。」「そ
れぞれが自分の考えをしっかり持ちながら，合唱団
の中では立ち位置を理解し，協力しあい，意見も出
し合い，話し合いにより活動を進めていること。合
唱するという目標，チャリティーに参加するという
使命感，指導者への絶対的な信頼感―それらがみん
なをまとめている。」の記述からわかるように，人
間関係が円滑にいっており，仲間意識や連帯感が強
いことがわかる。活動のあり方については，Ｉ合唱
団の活動の目的である社会活動について，「ほとん
どの合唱団が合唱をすることを目的にしている。こ
の団は社会貢献をするために集まった仲間（特に発
足当時）。根本に意識のつながりを感じる。どんな
に忙しくても弱音をはかず，自分にできることをす
すんで行うという高い志のある合唱団。個人の人格
がすばらしい。」「社会の役に立とうという有志でつ
ながった上に成り立つ活動であること。楽しくつき
あえる仲間ができること。高度な（色々な面で）ご
指導をうけられること。」の記述に見られるように，
合唱活動を通して，社会貢献したいという活動のあ
り方に対する共感は，この合唱団の魅力であり礎で
もあるといえよう。
３）ウォームアップについて
　ウォームアップは歌唱のための準備として，各合
唱団で様々な方法が実施され，一般的には，ストレッ
チ，体操，呼吸法の練習，発声練習，合唱の場合は，
さらにハーモニー練習などが行われる。Ｉ合唱団で
行っているウォームアップは，柔軟体操，呼吸法，
発声練習，和声トレーニングを中心としている。今
回は，体ほぐし（身体）と和声感（技）の側面から
効果をみた。これらの効果について団員に行ったア
ンケート調査（５段階評価）では，「とても効果が
ある」「まあ効果がある」を選択した団員が25名中
22名と多数を占めた（図１）。
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全く効果がない 柔軟体操と呼吸練習
ハーモニー練習
カノン練習
図１　ウオームアップの効果
表４　合唱の動機（自由記述）
　内　容 件数
①　合唱（歌）が好きだから
②　人との交流
③　チャリティコンサートで女性の人権問題解決を支援
④　生きがいや楽しみのため
⑤　よりよい社会生活を求めて
⑥　健康のため
⑦　生涯学習として
⑧　余暇の利用
⑨　よりよい家庭生活を送るため
22
14
10
８
６
２
２
０
０
　　合　計 64
表５　合唱団の魅力（自由記述）
　内　容 件数
①　仲間意識，人間関係
②　指導者への信頼
③　向上心
④　活動のあり方に共感
⑤　歌の楽しさ
21
16
10
６
３
　　合　計 56
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「とても効果がある」と感じた練習では，カノン練
習よりもハーモニー練習のほうがより多いことがわ
かった。また，柔軟体操や呼吸練習について，まあ
効果はあると感じているとの回答が多いのは，発声
と身体の直接的な体感を得にくいことが推察でき
る。次に，各項目の自由記述から傾向をまとめる（表
６，７，８）。
表６　柔軟体操と呼吸法（自由記述）
　内　容 件数
①　効果があることの実感
②　重要性の認識
③　時間不足の指摘
④　気持ちよく気分転換
⑤　実感できない・難しい
⑥　その他
８
４
４
３
３
２
　　合　計 24
柔軟体操や呼吸法は，各団員が職場環境から合唱活
動へ向けて，意識や心身の転換の上で重要である。
「体操や呼吸練習で体の緊張が柔らぎ，心もほぐれ
る。」の記述にもあるように，効果を実感している
記述が多く，心身の開放が気持ち良いとその重要性
を認識している。その一方，課題として，Ｉ合唱団
は，仕事のため，遅れて参加する団員が複数存在し，
十分に時間が取れないことが挙がる。また，特に，
呼吸法について，「呼吸法が自分の体で今ひとつ実
感できない。その練習が実際の曲の中でなかなか生
かせない。」との記述があり，息と身体の実体感が
得られにくいことがわかる。
表７　ハーモニー練習（自由記述）
　内　容 件数
①　聴くことへの理解と認識
②　ハモリの効果・気持ちよさの実感
③　向上心・より美しいハーモニーを
④　仲間との一体感
⑤　その他
11
12
５
２
２
　　合　計 32
ハーモニー練習は，大多数の団員が効果を感じてい
る（図１）。いわゆる「ハモリ」への導入となるため，
耳を鍛えるためのトレーニングとなる。この取り組
みによって，「他のパートの音も聞けるようになっ
たし，その感覚を自分での楽しめるようになった。」
とあるように，聴き合うことに対する意識が生まれ，
同時にそのことで，ハモリの気持ちよさや美しさを
実感することができるようになってきた団員が増え
てきたといえる。また，「「聴くこと」が歌うために
は必須だと思うので，ハーモニー練習によって和声
感を自然に身につけていけたらと思う。」とあるよ
うに，追究していく姿勢が見られるようになったこ
とは，大きな変化と考えられる。これは，在団期間
が長い団員の記述であることから，ハーモニーに対
する意識変化が見られ，合唱団の音楽面での向上に
もつながることが期待される。一方，「自信がない，
余裕がないということもあってかハーモニーまで気
が回らない，あるいはハーモニーのことを気にしな
い。」と困難を指摘している団員も存在することか
ら，ハーモニー練習のレベルを徐々に上げていきな
がら，全体レベルを向上させていく必要がある。
表８　カノンについて（自由記述）
　内　容 件数
①　聴きあい・耳の訓練に効果
②　難しい
③　楽しめる
④　練習をもっとしたい
⑤　テンポ等の重要性も認識
11
９
５
３
３
　　合　計 31
カノンについて，「耳を研ぎ澄まさなければならな
いという良い訓練になる。」「自分と同じメロディな
ので，他パートの曲の流れが聴き取りやすい。」の
記述のように，聴きあいや耳の訓練として効果があ
ると認識された一方，難しいと感じていることがわ
かった。「音程がいつも不安定な自分を感じている。」
「不安感がまだまだ先行している。」「時々歌がわか
らなくなる」等の記述から，カノンの和声トレーニ
ングは，楽しさもある半面，テンポ感が崩れると歌
うことができなくなる不安感があるといえる。しか
し，難しいと認識した団員は，同時に，「テンポを
意識しながら歌う練習はとても有意義で楽しい。音
が響きあい非常に心地よく，いやされる。」「いろん
な種類のカノンがあると思うが，挑戦してみたい。」
と記述していることから，カノン練習がテンポの重
要性の認識とともに，楽しみや練習意欲にもつな
がっているといえよう。
４）チャリティコンサート参加後の自分自身の変化
　この設問では，上記の練習内容（約４年間）や第
４回，５回のコンサートの経験の後に，自分自身に
変化があったかどうかについて，技術面，心理面，
身体面の3つの側面に絞って尋ねた。（表９，10，
11）。これらの中では，技術面の変化についての回
答が多く見られた。
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表９　合唱の技術面の変化（自由記述）
　内　容 件数
①　ハーモニー感の向上
②　発声技術の向上
③　指導内容の理解
④　目標の明確さの理解
⑤　その他の向上
⑥　自信が持てない（音程・音質・進歩面）
14
10
３
３
５
８
　　合　計 43
技術面の変化についての回答では，ハーモニー感の
向上と発声技術の向上が多く見られた。発声とハー
モニーの両者を記述した団員も7名存在し，関連性
が高いことが推考できる。練習の最初に取り組む
ハーモニー練習等で徐々に各パートのハモリを認識
し，美しさや不揃いの感覚を経験していることは大
切であるといえる（表９）。また，次に発声技術の
向上については，指導内容の記述にあるように（表
１，２を参照），指導者が練習時に発している発声へ
のイメージや言葉に対して，丁寧に受け止めている
ことが大きな進歩を生み出しているのではないか。
それらを練習開始時に黒板に記載すること，メーリ
ングリストで団員に回すなど，指導内容を確認・共
有することなどの方法も効果をあげていると思われ
る。「高音域の発声のコツが少しわかるようになっ
た。音の高低差があるときのつなぎ方，発音，フレー
ズ，ハミング，音が上下するときのコツなどが前よ
りも上達したと思う。」の記述からも，発声の向上
が音楽表現の向上にも大きく影響していることがわ
かる。一方，自信がまだ持てない団員が３割存在す
ることもわかった。「教えていただいた発声法を意
識して声を出そうとしている。練習すればする程，
自信を失ってへこんでいくことがある。」との記述
にあるように，発声については，個々の心身の状態
で声の状態が大きく異なってくるため，目標に届か
ない場合も生じる。アマチュアにとって，自分の声
の状態を判断するのは困難であるため，発声につい
ては，個別指導等の支援が必要であると思われる12。
表10　合唱に対する意識・考え方の変化（自由記述）
　内　容 件数
①　合唱活動の素晴しさ認識
②　ハーモニーに対する意識
③　仲間意識
④　曲作り・表現への意識
⑤　意欲・向上心
⑥　生涯歌い続けたい
⑦　その他
９
８
６
４
３
２
２
　　合　計 34
次に，個々の意識変化を尋ねたところ，複数の視点
が示された。合唱活動そのものに関連するもの①③
⑤⑥と技術面との関連するもの②④に集約できる。
「音楽で人の心を動かすことができるというのは本
当に尊い経験だと思う。」「心身が充実し，健康であ
り，笑顔を絶やさず，他の団員と強調し，人の声を
聞き，自分の事を知る。社会が求めているものを理
解し，観客の魂までも揺さぶることができる。心技
体揃った武術とも感じている。」「みんなが心をあわ
せると気持ちよく美しい響きとなり，（聞いて下さ
る方々に）伝えたいという思いがより強くなると感
じている。」にあるように，団員同士が心合わせて
歌うことが，人間関係や社会生活，個々の人生観に
も影響を与えていると感じられる。技術面において
は，ハーモニーの美しさやパートを揃えることに対
する意識や感覚を磨くことの重要性を認識し，詩の
言葉やイメージを深めていく表現力の広がりへとつ
ながっている。
表11　身体面の変化（自由記述）
　内　容 件数
①　身体が楽器という意識
②　心や身体のリフレッシュ
③　その他
14
９
２
　　合　計 25
身体面の変化では，「息の流れる方向を体の中で意
識するようになった。」とあるように，歌唱時にお
ける息の使い方や身体が楽器になって発声する感覚
が徐々に理解できるようになった団員が増えている
と考えられる。それに伴って，腹筋の強化や身体の
メンテナンスに対する意識変化もうかがえた。次に，
心身のリフレッシュや開放，元気や自信アップ等の
変化が見られる。「練習に参加すると元気が出て疲
れがとんでいく。」の記述からも，職場の疲れを抱
えたまま練習に参加する状態が，合唱活動を通して，
心と身体がリラックスしていることがわかる。
５）コンサート参加に関わる影響
　団員は，職業を持ち，合唱活動をすることで，日々
多忙な生活を送っている。限られた時間の中で，ど
のようにコンサート参加に至ったのか，苦しかった
点，支えになった点，仕事への影響など尋ねた（表
12，13，14）。ここでは，団員１人ひとりの職場環境・
家庭環境の違いにより，集約された具体的な内容は
さまざまであった。
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表12　苦しかった点（自由記述）
　内　容 件数
①　精神的な不安
②　暗譜
③　練習時間の確保
④　家庭生活との両立
⑤　音程・ハーモニー
⑥　自分の技術
⑦　その他
７
５
４
２
２
２
２
　　合　計 24
苦しかった点では，精神的な面での不安①，合唱の
技術面に関することが②⑤⑥，練習時間の確保③，
家庭生活との両立④に分類できた。精神的な不安の
詳細は，コンサートでの演奏不安，コンサートに向
けての準備不足，仕事のとの切り替え等であった。
合唱の技術面については，暗譜や音程やハーモニー
への不安，また練習時間の確保や家庭との両立に関
するものであった。「仕事との時間的肉体的せめぎ
あい。期日までに歌をおぼえ仕上げなくてはならな
いプレッシャー。」との記述にあるように，コンサー
トが近づくにつれて，焦りの形で不安感が増して
いったと考えられる。
表13　支え（自由記述）
　内　容 件数
①　メンバー
②　指導者
③　歌うこと自体
④　社会貢献への意識
⑤　家族
⑥　その他
10
７
２
２
１
２
　　合　計 24
表12にみられた不安な状況を支えたものは，人間
関係にかかわるもの①②⑤と活動そのものに関する
もの③④に分類できた（表13）。「仲間ががんばっ
ている姿，先生たちの熱意。」の記述に代表される
ように，メンバーと指導者による支えが大きかった
ことがうかがえる。また，歌うことへの情熱や社会
貢献への意識も支えの要因になっている。これは，
合唱団の魅力と同様の傾向にあることがわかった
（表５参照）。
表14　合唱活動と仕事の関わり（自由記述）
　内　容 件数
①　自信が持てる
②　普段の声の変化
③　時間の使い方
④　気分転換
⑤　仕事へのモチベーション
⑥　その他
⑦　影響なし
４
４
３
３
２
３
１
　　合　計 20
この設問では，職業を持つ女性にとって，合唱活動
が仕事にどのような影響を与えているか尋ねた。記
述は多岐にわたっているが，概ね合唱活動が仕事に
よい影響を与えていることがわかった。「気分を切
り替え，気持ちを上向きにしてくれる。不安な気持
ちをふきとばしてくれる。」の記述にもあるように，
前向きな気持ちになることが自信や仕事へのモチ
ベーションのアップにつながり，気分転換や声の変
化ももたらすものと考える。その他として，「合唱も，
仕事も，心と体の事前準備が重要，伝えたい気持ち
をはっきり持つこと，みんなを信頼できることがい
い合唱，いい仕事をしていくうえで重要だと確認し
た。」という記述にもあるように，合唱と仕事の共
通点として，心と体の準備，伝えたい気持ち，信頼
関係を捉えていることは，大変興味深い。
６）課題
　合唱団で歌っていくうえの課題について，自分自
身に対するものと合唱団に対するものの2つの側面
から尋ねた（表15，16）
表15 　自分自身に対する課題（自由記述）
　内　容 件数
①　発声に関して
②　練習時間の確保
③　表現・曲作り
④　合唱団のための貢献
⑤　ハーモニー
⑥　自信を持つ
⑦　その他
15
６
４
４
３
３
２
　　合　計 37
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自分自身への課題は，発声に関するものが多数を占
めた。15件の内訳は，息の使い方10件，高音の発
声３件，声量２である。息の使い方の問題は，ウォー
ムアップの柔軟体操・呼吸法の項での結果にもある
ように，息と身体の実体感が得られにくいため，特
に課題意識が高いと思われる。次に，練習時間につ
いては，コンサート参加に際しての苦しかった点で
も指摘されている。仕事や家庭とのバランスを取り
ながら時間を確保する努力が必要となる。また，「団
の運営で自分にできることを少しずつ行っていきた
い。」とある。コンサート開催時には，スムーズに
運営するために，団員人一人が運営に関わっていた
ことから，合唱団を継続，発展させるために自分に
何ができるかという思いが根底にあると思われる。
表16　Ｉ合唱団に対する課題（自由記述）
　内　容 件数
①　団員の増員
②　今後の方向性
③　個々のレベルアップ
④　パート練習の方法
⑤　練習時間の確保
⑥　ハーモニー
⑦　その他
６
４
４
４
４
３
２
　　合　計 27
Ｉ合唱団に対する課題として，まず団員の増員が挙
がっている。仕事の関係で，定時に練習に参加でき
ない団員が存在するため，パートの人数のバランス
が悪く，スムーズに合唱ができない場合もたびたび
ある。「休団中のメンバーの活動再開，新メンバー
の確保」の複数記述からも，団員増は現在のＩ合唱
団の第一の課題となっている。さらに，合唱団の方
向性の検討，練習方法の改善，練習時間の確保，１
人ひとりのレベルアップ等，課題が山積している。
　以上，団員に対する意識調査の結果は，図２で示
すことができる。合唱に対する愛好心，楽しさ，仲
間や指導者との信頼関係が礎となり，ハーモニー練
習や心身のリラックスを促す呼吸法等の着実な積み
重ねの上に美しいハーモニーが構築される。Ｉ合唱
団の特徴として，仕事を通して社会との関わりを
持っている団員が多いことから，一般の女声合唱団
との大きく異なっていると思われる点は，強い向上
心・団への貢献意識・社会的な貢献意識が非常に強
いことであると感じている。
Ⅳ．観客に対するアンケート調査
　第４回，第５回のチャリティコンサートでは，観
客に対するアンケート調査をそれぞれ行った。その
比較対照表を示す（表17）。第４回と第５回のプロ
グラム内容は，第１ステージはアカペラ合唱で同じ
傾向である。第４回は，東北の震災１年後のコンサー
トとなっため，第３ステージでは，福島県の民謡合
津磐梯山を最終曲とした。また，第５回の第３ステー
ジは，ポピュラーなミュージカル・映画音楽を取り
入れ，日本語だけでなく英語で歌ったこと，最終曲
では，ダンスも取り入れたことが特徴となる。
　観客のアンケートでは，全体的に良かった点が増
えており，ハーモニーが美しくなった，選曲のよさ，
団員の熱意，社会貢献への賛辞等が主に挙げられて
いる。一方，課題として，発声，パートのバランス
やダンス導入の批判もあった。コンサートの選曲や
取り組み方について，団員の個性，年齢，熱意，課
題等を十分に把握したうえで，決定していく必要が
ある。
図２　Ｉ女声合唱団の活動構造
美しいハーモニー・発声・豊かな表現 
身体が楽器の認識・柔軟体操・心
身のリラックス・呼吸法 
ハーモニー・カノン練習 
合唱が好き・生きがい・
楽しみ・仲間の存在・指
導者への信頼・強い向上
心・団への貢献意識・社
会的な貢献意識 
多様な職種を持つメンバーで構成された女声合唱団の合唱指導の試み
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表17　観客へのアンケートの比較
第４回チャリティコンサート 第 5回チャリティコンサート
年月日 2012/3/11 2014/5/11
観客数 398 名（回収枚数 92 枚　回収率 23％） 366 名（回収枚数 85 枚　回収率 23％）
プログ
ラム
＜第１ステージ＞　『教会音楽の世界』
（女声合唱）
Amazing Grace
　  Ave Maria　/　Eleanor Daley
（混声合唱）
　  Ave Maria　/　Rihards Dubra
　  Ave verum Corpus　/　W.A.Mozart
＜ 第２ステージ＞女声合唱組曲『今日もひと
つ』星野富弘作詩　なかにしあかね作曲
＜第３ステージ＞『日本の民謡・わらべうた』
幻想曲「さくらさくら」（ピアノソロ
平井康三郎 作曲
島唄（沖縄県）宮沢和史作詞作曲
おてもやん（熊本県）石丸　寛編曲
よさこい節（高知県）　石丸　寛編曲
赤とんぼ変奏曲（ピアノソロ）三宅榛名作曲
中国地方の子守唄（岡山県）山田耕筰作曲
　荻久保和明　編曲
木曽節（長野県）石丸　寛編曲
ずいずいずっころばし（東京都）　石丸　
寛編曲
会津磐梯山（福島県）　石丸　寛編曲
＜第１ステージ＞～～アカペラの世界～～
Finlandia – hymni　/　Jean Sibelius
Ave Maria　　　 　/　Willem Andriessen
Ave Maria　　　 　/　Alis Tegner
Salve Regina　　　/　Hendrik Andriessen
Salve Regina　　　/　Kocsar Miklos
＜ 第２ステージ＞～～ Furusato 故郷　　日本の歌による５つの
合唱曲　/　Bob Chilcott 編曲～～
Sunayama  砂山
Mura Matsuri  村祭
Oborozukiyo   おぼろ月夜
Furusato   故郷
Momiji   紅葉
＜第３ステージ＞～～ミュージカル＆映画音楽より～～
Memory   メモリー　（「キャッツ」より）
Over The Rainbow   虹の彼方に　（「オズの魔法使い」より）
Bibbidi-Bobbidi-Boo   ビビディ・バビディ・ブー　（「シンデ
レラ」より）
When You Wish Upon A Star   星に願いを　（「ピノキオ」より）
Beauty And The Beast   美女と野獣　（「美女と野獣」より）
　Hail Holy Queen   ヘイル・ホーリ ・ークイーン　（「天使にラブ・
ソングを」より）
全体的
に良かっ
た点
◎前回に比べてハーモニーがずいぶん美しく
なった。大変よく訓練されて上達が感じら
れる
◎アットホームな中に「主張」がしっかりと
あり，中身の濃い演奏会だった
◎復興のお手伝いが少しでもできてなにより
だ
◎指揮者の力強さ，ピアニストの演奏の美し
さに感動
◎被災者の生の声を聴けて本当によかった
◎スライドや照明が工夫されていてとてもよ
かった
◎団長挨拶がよかった
◎何回か聴いた中で，今回が素晴らしかった。前回よりもうまく
なっていた
◎強弱，メリハリがあってよかった。選曲がとてもよい
◎大切に歌う気持ち，歌が大好きという気持ちが伝わってきた
◎日常では味わえないとても心地よく，やさしい時間を過ごせた
◎エネルギッシュでありながらお茶目なかわいさもある歌声だった
◎改めて曲の良さを感じることができた
◎ハーモニーがとても美しく澄んでいた。神聖に思えた
◎素敵な歌声を聴くだけでなく，チャリティーにも参加できてう
れしかった
◎心から歌うことを楽しまれている姿と表情に感動した
◎一人一人の個性やエネルギーが響いているようでとても素敵な
コンサート
◎熱意が伝わった，寿命がのびた
◎合唱のコンサートは初めてだったが，とても美しい世界で始
まった瞬間から鳥肌がたった
◎目的を持って社会に貢献している活動を今後も応援したい
◎今後もっと積極的にステージに立てば，どんどん自信がつくと思う
◎まだまだ伸びていくと思う
◎テンポの速い歌よりもゆったりした曲の方があっているかも
改善す
べき点
△時間励行を
△できれば２：４６に黙祷したかった
△左右に揺れすぎる人が気になった
△楽譜を持つことに違和感
△映像の内容と実際の演奏に少し違和感を感じた
△会場設定が悪い（来客者への配慮が足りな
い）暑すぎる，スリッパが足りない，エレ
ベーターも小さくて乗りづらい，
△アンケートには鉛筆などをつけてほしい
△靴を脱ぐことには無理があるのでは
△表情，口の開け方がもう少し・・
△指揮を見ていない人が４，５人くらいいた
△始めの発声時，ソプラノが弱い
△３ステは無理があった
△インタビューが少し長かった
△団体紹介の時，男性にだけ「先生」と言ったのに違和感があっ
た
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Ⅴ．まとめ
　多様な職種を持ったメンバーで構成されたＩ女声
合唱団の合唱活動について，団員に対する意識調査
を基に，活動の魅力，技術面や心身の変化を分析し，
さらに仕事への影響についても検討した。その結果
は，市民合唱団の運営に参考になるものであり，ま
た，合唱指導の在り方にも検討を迫るものである。
調査の結果は以下のようにまとめることができる。
１．Ｉ合唱団の活動の動機と魅力は，団員各自が合
唱を好きであること，団員相互や指導者との間
に信頼関係を築けること，合唱を通して社会的
な支援や貢献をしたいという活動の趣旨に対す
る共感等である
２．合唱のウォームアップでは，柔軟体操や呼吸法
は，各団員が職場環境から合唱活動への意識や
心身の転換の上で重要であり，ハーモニー練習
やカノンが，聴きあいや耳の訓練として効果が
あると認識されている。
３．団員各自の合唱技術面については，ハーモニー
感の向上と発声技術の向上が多く見られた。意
識面では，仲間同士が心合わせて歌うことが，
人間関係や社会生活や個々の人生観にも影響を
与えている。身体面では，歌唱時における息の
使い方や身体が楽器になるという感覚が徐々に
理解できるようになった。
４．仕事への影響については，活動を通して前向き
な気持ちになることが自信を深め，仕事へのモ
チベーションの向上につながる。それがまた気
分を好転させ，声に良い変化をもたらす。
５．今後の主な課題として，団員個人に対しては，
発声の改善や練習時間の確保を図ること，合唱
団に対しては，団員の増員，合唱団の方向性の
検討や練習方法の改善が挙がっている。
　筆者が，４年間Ｉ合唱団の指導にあたり，音楽面
で大きく変化したと感じたのは，団員のハーモニー
への意識が高まり，ハーモニーの響きに飛躍的な改
善が見られたことである。合唱の根幹でもあるハー
モニー感の育成は，アマチュアの合唱団においては，
特に練習を継続することが必要である。発声に関し
ても，個々に差は見られるが，響きや音色に進歩が
みられる。しかし，発声や呼吸法は，身体の感覚に
大きく関わるため，自分自身の変化が分かりにくい
面もある。ハーモニー練習，そして心身のリラック
スを促す柔軟体操や呼吸法を継続することは，発声
の改善に大きな役割を果たすものと考える。
　今後の課題として，合唱団の運営面では，個々の
仕事と合唱活動の時間配分はどうあるべきかの検討
を行うこと，および仕事から合唱活動への更にス
ムーズな転換を図ることである。音楽面では，発声
やハーモニー等の合唱技術のさらなる向上が課題で
ある。他方，合唱指導者としては，合唱団の特徴を
踏まえたうえで，合唱団の音楽表現のレベルの向上
を目指して，練習方法や選曲について，さらに検討
を加えていきたい。
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